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東京アクアシンフォニー協賛要綱（改正案） 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、お台場海浜公園水域の噴水施設「東京アクアシンフォニー」（以下

「噴水」という。）の趣旨に賛同する法人、その他団体又は個人（以下「企業等」とい

う。）が、東京アクアシンフォニー実行委員会（以下「実行委員会」という。）に協賛す

る際に必要な事項を定めるものとする。 

 

（協賛の種類） 

第２条 この要綱において、協賛とは、企業等が実行委員会に対して行う次の各号に掲げ

る行為をいう。 

（１）資金協賛 

実行委員会が実施する事業に要する資金（以下「協賛金」という。）の提供 

（２）物品協賛 

実行委員会が実施する事業に要する物品（以下「協賛物品」という。）の提供 

（３）その他協賛 

前各号に該当しない便益の供与等（役務の提供や著作物の利用許諾等をいう。）

で、実行委員会が認めるもの（当該供与に係る便益を以下「協賛便益」とい

う。） 

２ 前項第２号に規定する協賛物品及び同項第３号に規定する協賛便益の具体的な内容、

条件等は、実行委員会と協賛を申し込む企業等（以下「申込者」という。）が協議して決

定する。 

 

（協賛の申込み等） 

第３条 申込者は、東京アクアシンフォニー協賛申込書（様式第１号。以下「申込書」と

いう。）を実行委員長に提出するものとする。 

２ 実行委員長は、前項の申込書の提出があった場合、第９条第１項各号のいずれにも該

当しないと認められるときは、速やかに受理し、申込者に対して東京アクアシンフォニ

ー協賛受理書（様式第２号。以下「受理書」という。）により受理した旨を通知するも

のとする。 

 

（協賛金の納入等） 

第４条 資金協賛については、受理書の通知を受けた申込者が、実行委員長が指定する口

座に協賛金を納入することによって行うものとする。 

２ 実行委員長は、協賛金を納入した申込者が領収書の発行を希望するときは、領収書を
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発行することができる。 

 

（協賛物品の納入等） 

第５条 物品協賛については、受理書の通知を受けた申込者が、実行委員長が指定する方

法により、協賛物品を納入することによって行うものとする。 

２ 申込者は、実行委員長の求めに応じ、協賛物品に関し必要な資料等を実行委員長に提

出するものとする。 

３ 実行委員長は、協賛物品を納入した申込者が希望するときは、受納書を発行すること

ができる。 

 

（その他協賛の実施等） 

第６条 その他協賛については、受理書の通知を受けた申込者が、実行委員長が指定する

方法により、協賛便益の供与等を実施することによって行うものとする。 

２ 申込者は、実行委員長の求めに応じ、協賛便益に関し必要な資料等を実行委員長に提

出するものとする。 

３ 申込者がその他協賛を行ったとき、実行委員長は、申込者に対し実施状況の報告を求

めることができる。 

 

（協賛の特典等） 

第７条 第４条第１項の規定により協賛を行った申込者の特典は、別表「東京アクアシン

フォニー協賛特典一覧」（以下「特典一覧」という。）のとおりとする。 

２ 前項において実行委員長が必要と認めるときは、特典一覧に規定する特典以外の新た

な特典を追加することができる。 

３ 第５条第１項又は前条第１項の規定により協賛を行った申込者の特典は、実行委員長

が協賛の内容等を踏まえ決定する。 

 

（協賛金等の使途） 

第８条 協賛金は、その全てを実行委員会の経費に充て、協賛物品及び協賛便益は、実行

委員会が実施する事業の用にのみ供するものとし、いずれも目的外には一切使用しない

ものとする。 

 

（協賛申込みの不受理等） 

第９条 実行委員長は、申込者が次の各号のいずれかに該当する場合は、申込書を受理し

ないものとし、申込者に対しその旨を通知する。 

（１） 特定の政治、思想、宗教等の活動を目的とした団体、又は噴水を特定の政治、思

想、宗教等の活動に利用するおそれのある者 
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（２） 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77 号）第２条

第２号に規定する暴力団又は暴力団の構成員であると認められる者 

（３） 法令又は公序良俗に反する者 

（４） 噴水の品位を傷つけ、又は正しい理解を妨げるおそれのある者 

（５） その他、実行委員長が不適当と判断する者 

２ 実行委員長は、申込書を受理された者が、その後、前項各号のいずれかに該当するに

至った場合、又は前項各号のいずれかに該当することが判明した場合は協賛を取り消す

ものとし、申込書を受理された者に対し、その旨を通知するとともに、協賛金又は協賛

物品については原則として返戻する。 

 

（補則） 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、協賛に関し必要な事項は、別に定める。 

 

附則 

この要綱は、令和 7 年９月 19 日から施行する。 

附則 

この要綱は、令和８年２月 12 日から施行する。 

附則 

この要綱は、令和８年２月 13 日から施行する。 

附則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和８年 月 日から施行する。 

（適用区分） 

２ 改正後の別表「東京アクアシンフォニー協賛特典一覧」⑤に関する規定は、改正前の

申込者についても適用する。 



【別表】 

東京アクアシンフォニー協賛特典一覧                                      （金額は全て税別） 

※1 プランA－2はプランAの協賛実績がある企業等のみ申込みができるものとする。 

※2 プランA－2の①′は、プランAの有効期間経過後に、プランAの①の特典で作成したプログラムを継続して上演する特典（当該プログラムに関し、園内放送等で、協賛によるものである

旨を告知することを含む。）。 

※3 プランA及びプランA－2の特典の有効期間は協議の上決定する。 

※4 プランB、プランC及びプランDの特典の有効期間は、協賛受理書発行日の翌月一日から一年間とする。ただし、令和７年度中に申込みがあった場合については、令和９年３月31日まで

とする。 

※5 イベントプランによる協賛は、プランA、A-2、B、C又はDのいずれかの申込者が当該プランの特典の有効期間においてのみ行うことができるものとする。 

※6 ①及び①′の内容については、屋外広告物条例、その他法令に抵触しないものとする。 

※7 ②については実行委員会が認めるものに限る。なお、申込者による利用を原則とするが、臨海副都心地域に申込者が所有する施設内で、テナント等に利用させ

る場合を含む。 

※8 プランA及びプランA－2の申込者による②については、ロゴマークの加工（実行委員会が認めるものに限る。）を行うことができるものとする。 

※9 ⑤の演出枠の利用に伴い必要経費が生じる場合には、当該必要経費及び事務費相当額を、必要経費相当額として協賛金額に加算するものとする。 

※10 イベントプランについて、東京都又は他の公共団体から申込みがあった場合及び実行委員長が認めた場合には、実行委員長は協賛金の支払いを免除することができるものとする。 

特典内容 

プランA 
 

プランA－2 プランB 
 

プランC 
 

プランD イベントプラン 

250万円 ＋ 

楽曲使用料相当額 

200万円 ＋ 

楽曲使用料相当額 
100万円 50万円 10万円 10万円 

① 演出プログラム作成  ― ― ― ― ― 

①′ 演出プログラム継続 ―  ― ― ― ― 

② ロゴマークの商用利用    ― ― ― 

③ 実 行 委 員 会 の HP や

SNSを活用し、協賛者

の事業をPR 

回数・時間で差別化   ― ― ― ― 

回数・時間で差別化 ― ―  ― ― ― 

回数・時間で差別化 ― ― ―  ― ― 

④ 実行委員会HPへの 

協賛者名の掲示 

トップページ（特大） 

演出プログラム紹介欄 
  

― ― ― ― 

トップページ（大） ― ―  ― ― ― 

トップページ（中） ― ― ―  ― ― 

トップページ（小） ― ― ― ―  ― 

⑤ 演出枠（10分間）の利用 3回分 ― 2回分 1回分 ― 1回分 



東京アクアシンフォニー協賛申込書 
令和  年  月  日 

東京アクアシンフォニー実行委員会 

委員長 殿 

  住所又は所在地 

    名 称 

    代表者（役職・氏名） 

 

東京アクアシンフォニー協賛要綱に定める内容を確認し、これを遵守することに同意の上、下記のとおり東

京アクアシンフォニーへの協賛を申し込みます。 

記 

１ 協賛の内容 

協 賛 の 種 類 

□ 資金協賛【プラン ： A ・ A-2 ・ B ・ C ・ D ・ イベント（   回） 】 

□ 物品協賛【内 容 ：                         】 

□ その他協賛【内 容 ：                         】 

金 額 

（資金協賛のみ） 

金          円（別途、消費税        円） 

□ ２①及び２①′に記載の特典の利用に当たっては、別途、楽曲使用料相当額を支

払います。 

□ ２⑤に記載の特典の利用に当たっては、別途、必要経費相当額を支払います。 

納入予定時期 令和  年  月  日 

 

２ 協賛特典について（資金協賛の場合のみ） 

東京アクアシンフォニー協賛特典一覧        （金額は全て税別） 

 
プランA 

250万円 

プランA-2 

200万円 

プランB 

100万円 

プランC 

50万円 

プランD 

10万円 

イベントプラン 

10万円/回 

① 演出プログラム作成  ― ― ― ― ― 

①′ 演出プログラム継続 ―  ― ― ― ― 

② ロゴマークの商用利用    ― ― ― 

③ 
実行委員会のHPやSNSを活用し、

協賛者の事業をPR 
    ― ― 

④-1 
協賛者名の掲示（実行委員会HP

の演出プログラム紹介欄） 
  ― ― ― ― 

④-2 
協賛者名の掲示（実行委員会HP

のトップページ） 
     ― 

⑤ 演出枠（10分間）の利用  ―   ―  

※ 上表の網掛け部分について、希望しない場合は「×」をご記入ください（希望する場合は記入不要です。）。 

※ プランA－2は、プランAの協賛実績がある企業等のみ申込みができます。 
※ プランA-2 の①′は、プランAの有効期間経過後に、プランAの特典で作成したプログラムを継続して上

演する特典です（当該プログラムに関し、園内放送等で協賛者として告知することを含みます。）。 
※ ④-2は、プランA及びA-2は特大サイズ、プランBは大サイズ、プランCは中サイズ、プランDは小サイズです。 

※ ⑤は、プランAは3回分、プランBは2回分、プランC及びイベントプランは1回分です。 
 

３ 連絡先 

所 属  職 氏 名  

Ｔ Ｅ Ｌ  E-mail  

様式第１号（第３条第１項関係） 管理番号 協  －   



 

東京アクアシンフォニー協賛受理書 
令和  年  月  日 

● 東ア委第    号 

管 理 番 号 協 ● ― ● 

 ●●●●●●●● 

●●● ●● ●● 様 

 

東京アクアシンフォニー実行委員会 

                                   委員長 ●● ●● 

 

 

令和 年 月 日付けで申請のあった東京アクアシンフォニーへの協賛申込みを下記のとおり受理いたし

ました。 

記 

１ 協賛の内容 

協 賛 の 種 類 

□ 資金協賛【プラン ： A ・ A-2 ・ B ・ C ・ D ・ イベント（   回） 】 

□ 物品協賛【内 容 ：                         】 

□ その他協賛【内 容 ：                         】 

金 額 

（資金協賛のみ） 

金          円（別途、消費税        円） 

□ 別途、楽曲使用料相当額（２①及び２①′に記載の特典利用時） 

□ 別途、必要経費相当額（２⑤に記載の特典利用時） 

納 入 期 限 令和  年  月  日 

 

 

２ 協賛特典について（資金協賛の場合のみ） 

 
 

３ 特典の有効期間 

令和  年  月  日  から  令和  年  月  日  まで 

① □ 演出プログラム作成  

①′ □ 演出プログラム継続  

② □ ロゴマークの商用利用  

③ □ 実行委員会のHPやSNSを活用し、協賛者の事業をPR 回数・時間で差別化 （        ） 

④ 

□ 

協賛者名の掲示 

実行委員会HPのトップページ（特大） 

演出プログラム紹介欄 

□ 実行委員会HPのトップページ（大） 

□ 実行委員会HPのトップページ（中） 

□ 実行委員会HPのトップページ（小） 

⑤ □ 演出枠（10分間）の利用 （     回分 ） 

様式第２号（第３条第２項関係） 


